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マーシャル島民に知られた星座及び星の傳統
佐　　藤　　興　　三
　此のLマーシャル島民に知られた星座及星の傳：読「は大正十四年六月登行のL科學コ誌
上に海軍大佐松岡静雄氏がLエルトラン・ド氏（何虚の人なるや不明）が苦心の結果調査
したるものをL海の秘密と星「と云ふ見出しで紹介したものであります此オしは大部分は
原文でありますが唯星座名だけは現今使用されて居るものに小生が訂正したものであ
ります．
1．・リマンマン「（limaDman）小熊座α
Lリマンマン「はしよき．星n1と云ふ意である．
此の星は北方にあって殆ど動くことなく恰も椰子の實を到り出すため地上
に植ゑた木片のやうであるからし北方の馴ぬき捧「ともよぶ．マーシャル群
　　　　　　　　　　　　　　　　ル　　ネ　　ン　　ユよ　ア　　ン
島の南のはてなるエボン島からでも見る事が出來る．
2．　Lリマンマン．エン　アン・ニンジブ1（limanman　en－all－ninlib）ケフエウス座γ
3。　Lジエメヌan・ウエ■　（jemelluwe＞ノJ・貧量座δβγ
4．・アーオレエド（a・1・t）瀧座θηξ
5．　Lマレ・　エオ・　アニ’アPtオレエト1（mareenan　aolot）
龍座18．19星，Lアーオレエドは魚の名であるその頭なるδ星を矛（第18第19
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホコ星）で差貫いて居る，
6　・ウエダル・カン■（Wadal．　kan．）大熊座αβ
7。　Lワ・エオ・アン，ヂュムール「（Wa．　eo　an．　Du王nur＞
大熊座γクδ♪ξ遥，ηLザは舟・ジユムールと云ふ祠の舟の意（第17参ケ日δ，ξ
ζは舟の龍骨でγfeは爾首尾材である．舟人Lレグーヂヤブエnの説によ
　　　　　キ　ル　　　　　　　　　ス　ア　ム
ると同星座のα，β左は昔の舟の草束の飾で首尾にか玉って居るものである
と云ふ．
8．・ケxム，アニジ「（K：amanij）大熊座κ，2
9．　Lケエム・アルこジ（Kamarmij）（カムカン1〈am　kan）
大熊座0，k．t．エルトランド氏は説明を與へて居らぬがしアニジ■は祠ILアル
ミジ「は人Lカン「は複激を示めす語Lヶエムi又はLカム「は不明である爾者
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　を総構してしカム「座とよびしカム「の祠ILカム「の人と匠別するものらしい．
10．　Lウオル，ウエトエン■（Wor　XVatoen）撫犬座rz
　ウエトエンの岩礁・ウエトエンはアイリンラブラブ山群のアエレエク忌門
　にある岩礁の名である．
Il：ニガ1詔｝・エ…一ノレ（一・a・）
　乙女座α牧夫座αこれもエルトランド氏の説明を丸いて居るがしレエ■は
　外陰唇であるLアール■はし礁瑚の邊「と云ふ意味で何れも這個の陰語である
　　　　　　　　　　　　　ラグーン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シヤn
　らしい．
13．　Lワク・　アン・　ア胴騨リク「　（Vk　an．　arik）
　牧夫座β，μ，1及び北冠座μ
　Lアーリク「は新月の意
　新月の魚網，新月が西の方に見えると土人はLレーブエル■と云ふ魚が果多し
　く群がる外減に出かけて行く，魚群に入った冊は魚を逃すことなく一塊に
　して掬び上げ数分の聞に舟中に充満する．
14．．レエブエル・エガ（rabual　eo）蛇遣座67．68．70星及び海蛇座δεθワξ
15．Lバゲエが（bage　eo）蛇遣座γ及び小犬座aLバゲ「はナムリクに崖す
　るLスボン．ヂルス「と云ふ貝で作た珠で之れを頸輪に綴るために用ひる錐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　プ：ま
をLレエブエル「と云ふ．
16．Lウート・イン・ラトジリク「（Wut　in　La亡jirik）北冠座ラトジリクの花輪と
　云ふ意之れに卜してラレブラの花．輪（南冠座29参照）と云ふのがあるLラト
　　　　　　　　　　　　　　　ウ　ト　ジリグは種族の名でLレエリク「島列の北方の土人の多激が己れに属しLラ
　レプラ「はナムリク島を回縁とする種族の名である帥ち北方はLラトジリ
　ク■に南方はLラレブラ「族に属して居る．
　Lラトジリク「族のものは決して一致和合することなく性質輕桃で他嫁の［！侯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エオルアンブルエクル　（衆口匠々の意ならん）を持つ之れに反してLラレブラ「族のものはよく一致
　し一度決定した事を破る様な事はない．
17．Lヂユム脚パ（DUmur）蜴座α。γ
　α（アンタレス）及諸大星の母をLリゲダネル「（カペラ第55参照）とよび，其
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　の長子はLヂユムール「で末子はL．ジエプロ「（プレイヤデス第47理学）である
　リゲグネルの子達が天から降りてアイリンラブラブの島に住む母を訪ねた
　時兄弟の聞に誰でも此島の」，こにあたる島に早く渡りついたものを星の王に
　すると云ふ相談が起つた約束が成疏したので．f刑しも王位を獲たさに大急ぎ
　で出航の準備をした，老．母は先づ長予ヂユムールに同俘を頼んだが彼は母
　の持物が多くその重さによって舟足がおそくなることを怖れて特写したリ
　ゲグネルは年長の息子から順々に頼み廻ったが誰も鷹するものがなく，唯
　末子のジェプロのみが拒絶せぬばかりでなく，母の．．ヒつの道具を携行する
　ことをも快諾した・舟が水に下りた時母はジェプロに向って…つづ」品物
　を運ぶ様に命じ，二三にどの物を置き，どこに何を取付けると云ふことを
　詳かに示した。之を終へた後ジェプロは漸く漕ぎ出したが，不思議な一i’に
　は舟はズンズン進んで殆ど擢を要せぬほどであった蓋し母のヒつ道具と云
　ふは其時まで人の知らなかった帆具であったのである．
　順風に追はれて瞬iく開に5門弟の舟を追ぴ越しジユムールに追ひついたが之
　れを見たジュムールは長兄の灌威を振ってジエブロに舟を明け渡せと命じ
　た・ジユエブロは濡々之れに慮じたカ｛，母は長子を怨んで一計を案じ，舟
　を渡す間際に帆を支へてるる桂をぬき取り末子と共に海中に飛び込んだ．
　ジユムールは已むなく自分の身膿で帆を支へた，ため，彼は途に嘔儂にな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セムシ　つた，而して彼が横切って居る闇に母とジエブロは島に泳ぎつV・て約束の
　如く王位に即いた．
　ヂユムールは其後辛うじて到着はしたが，償概の極，再び弱弟を見まいと
　決心した。疋故にプレイヤデス（ジエブロ）が束の室に昇ればアンタレス（ヂ
　ユムール）は西に沈むのである．其の曲った脊をば今もなほ此の三つ星を
　連ねた線が示して居る・
18．Lケェージェジェン．ヂュムール「（Kajejen．Duml・）蜴座β，η，ζ，／i，εヂュム
　ールの胸である．
19．Lコレエク．エオ・アン．ヂムール■（Korok，eo　an．　Dumur．）蝸座。．β，δ♪　z，　p
　ヂユムールの頭髪此星群は往時の男子の髪のゆひ様に似て居る所から此の
　名を得た．
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20．．レエブ．エオ■（rab．　eo）銀河中蛇遣座θに近き黒鮎
21．Lマレ・エオ・アン・ジユムール■（M・・e．e・・nD・mu・）蛇遣座e及第36星
　Lレエブ，エオ］は省毒と云はる㌧鰻の事であるLマレ「は矛でこの鰻はヂユ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホつ
　ムールの矛で刺殺される．
22．　Lレメ夢リクリクηemelrikrik＞蜴座v．／t　c
　眼の小さいものと云ふ義，二つの小さい星がLパングヌズ．1の實の頂部のし
ぼんだtttcなぞらへらる・Lパングヌズの實を分配する噸墾明1籾
　毬は酋長及父老に與へられ，普通の民は中央より上及．ヒ端のもので満足せ
　タマ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　　ク
　ねばならぬ，分配の際際か一人もれた者が有て二三を中出た時一Lレメジリ
　クリク，ラーニレンマク「（眠の小さい奴に共び）しぼんだマクをやる）と云
　ふ返事があれば共の者は侮辱された事となる，二曲にはしアン．ウオト，マ
　グ（彼にはマクを與ふる）と云ふ例である．
　　　　　　　　　　　　　　　ナラハシ23．Lアウインウオレエン．ラン「（aUh／WOlaa　Ian）矢座ζ及天秤座β
　天の横梁．夏季此の爾星は天室を東西にわかつ．雨星を連結して南極に伸
ばした線は北方に於ては北極星に搾り南方にては海蛇座を貫く故に1潟北水∠旧
型の猿た時も之によって南極の方位を知る事が出來る．
24．　Lウジエレエ「（uela）セントリー・座7’，／z，留
　帆。マーシャル島の帆の捺に三角形をなすので此の穂呼がある．或舟乗は
　牡牛座の大三角形をもLウジエレエ■とよぶ．共の下調’の角はLアルデバラ
　ン「であるセントリー座の出はジユムールの從者とよばるL・
25．Lレェボオル「・ヒントリー座（laJ）ool．）〃
26．Lアエル・仏・コツバンi　Cal．　im　kobb3n）セントリー座第1．第2。第3星
　（舟乗リレグージヤは鳥座なりと云ふ）番人のない物道小屋．此の小屋には
　椰子の實（パンダヌス）の震を牧めて雨露をしのぐ．
　　　　　　　　　　　　　オサ27．しジゲット・イム・ルゲツド（lige巨m　ruge亡）．セントリー座γ，β
　一千及二千．光輝によって此の名を得た’エボンの島にも此の名を冠する
　こ二つの小屋があると云ふ・
28。Lブブ「（blltl．）．）十字架座
　Lブブ「は魚の名或はLブブ，イン，エボン「ともよぶ．
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29．Lウート．1ンラレブデ（Wudll　Larebra）南冠．座（説明は第16の項に出す
30．・ボールー（bOru）南魚座。，θ，μ，第15星・
　魚笏．　ジャノレート島群申ボゲナゲ島を写ること遠からぬ沙洲マドレンに集
　ぎょじゆん
　て來るLアウエルコと云ふ魚を捉ふる籠で簗が設けてあって魚の群を籠に追
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤナ　ひ込む仕懸けである．
　此れに擬らへてLアiリンラブラブ「からジヤルートに渡る舟乗の符牒が出
　　　　ナゾ　來た．即ち風に立てるにはしエルダーヂ，メオ（簗を下に向けよ）と云ひ風か
　ら落すときにはLエベエバジエ，メオ「（簗をひらけ）と云ふ．
31。Lリク・インボーアメ「（lik　・in　l3・ame）孔雀座α
　Lポーアメ「の外周・ボーアメはジヤルrH枷げ群なるビンリップ島の一一局地
　の名である．
32．　Lボエ・エニ’・　アン・ジオクダク「（b（xa，　en　j⊆）kak）看鱈ノh
　Lジオクダク「と云ふのはしボゲナージ1の判r［1∠1≧人でLボエ「の釣竿のことで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エグジヤソ　ある．
　即ちLジオクダク「の釣竿と云ふ意α互は釣針V，δ，β，ξは釣竿．
33．　Lメジやブィル「（Melabuil）南魚座α
34．　Lメジレブ7（mejeleb）鷲座α，β，γ
　此の昆の固有名詞であるが意味はL大き眼「またはL馬鹿P㌦不イ乍法一1に通する
　此の星は白蓮を司り，　日の出前に束の室に昇る季節には食物に關してよく
　ないことが起る．
　是れ故に非常用として少し泊りの食物を秘蔵して置くものが多く從て誹諦
　単寧の端緒となる，此の星が自室に昇る暑い季節（六，七，八月）には澤山
　の食物は護らる～から李和に復活する．
35．Lアル・イン．メジレブ「（ar．　in　mej｛leb＞白鳥座εJ～o　co。
　アルの意義は不明．
36．・メジエトリクリク・（mej・t・il・rik）矢座Y一，　3，　？・，δ，
37．Lジェビ「（jabi）海豚座a，β，γ，δ，食物の鉢．
　此の星座が夕刻正中する頃（十月の‘1≧）には通例大雨が降る．一H小止みな
　く降りつ9’くため火をおこすことも食物を煮織することも出來す冷v・もの
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　で室腹をしのがねばならぬ，是故にLエ，ルデエク，ジエビ，エオ，ジェ，
　ルルエク「（鉢が顕覆した吾等は餓ゆ）と云ふ埋諺がある・
38．　Lラク■（lak．）べ：ガスス短互β，μ，2，
39．　Lジェダータ「（jedada）鷲座1ξr，ζ，π
　此の二星の名はその意味を詳かにせぬ．
40．・・ク・インラゲーゲ（1・k　in・1・・9・g・）カシオペヤ圧α，β，γ，ζ，ε
41．Lユール．エン・ラジ・エオ■（uJ．　en．　raj．　eo）アンドロメダ座β
42．Lボブ・エン・ラジ・エオ■（bob．　en．　raj　eo．）同じ．
43．Lエル・モン「（elmOn）牛1二羊座α，β，γ
　40より43までの星は大きな海豚の形をなすロク，dン，　ラゲーゲは海豚の
　　　　　　　　　　　　　ラグ　グ　尾，エルモンは頭ユール，エン，ラジ，エオ，は浮のしひれ「ボブ，エン，
　ラジ，エオ，は腹のしひれ「である，エルモンの星が曉により初むる頃初め
　てバンの實が熟する．初生は弓長に献ぐる例であるから，李入は此の珍果
　を獲ても内密にして置かねばならぬ．
44．　Lカビ臨・ラク■（ko／）ilak）ペルセゥス座α，β，δ
45．　Lリメンキユツチユー「（lin）enkuttu）学L羊三二4／jk
46．Lイズ・メジP一ムーン「（iju．　mej　rQmαn）ペルセウス座に近き雲
　イズ，メジ，は陽炎の意なるべし．
47．Lジェプロ■（jobrの叉はジエレイレー（jeleilen）牡牛座（プレイアデス）
　前記五の名（ジエブロは二つの鉢と云ふ義なり）ジエブロは年老ぴて五月末
　酉の察に沈む．海の底を渡って行く間に舟は水金で一杯になった．彼には
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スイキン　Lルヂルワツトー乏Lルヂリネル「と云ふ二人の妻があって，前者は老人を嫌
　ふたが後者は甚だ誠實で，水団の中なる，たぐ一血塊にすぎぬ老人をいた
　はった．ルヂリネルが見て1．一るうちに血の塊から漸々頭，胴，手，足が出
　來てジエブロは再び蘇生し高Vb潮が來た時一青年となって水舟の中から飛
　出した．
　LプレイヤデスJlが水準線上に昇ると，舟人の聞に喜びの聾がみち，しジエブ
　ロ，エ，　レレ，　レアル，エ，ケエムマンマン，エオン，アエジエツト，　ジ
　ェオゲ，アルミジ（昂が東からさしのぞく，水の面は油のやうになる，吾等
　　　　　　　　　スバル
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　は幸である）と叫ぶ．
　　昂の昇るときに乾いた岩から不愉快な臭氣を放つ　（老人の敗肉の爲と云
　ふ）が，決して臭いと云ふてはならぬ，其はジエブロに封ずる侮辱である．
　エ・ブdン．ナジ（好きな匂だ）と云はねばならぬ，昂が酉方に沈むと恰も君
　lEを失ふた時の様に土人の聞に不安の氣が充満する，天氣と亦人の氣に感
　じて悪くなり，通例雨風が多い，舟人の聞にはLシエレイレン，ジヤゴ「（昂
　が死んだ）と歎聲が聞ゆる．
　　他の四二によると五月f刀めの新月が夕方酉に沈む昂と一歩蓮ひに現はれ
　て後日再び，束の室で超返する．月は室を渡り，星は南の水Z卜線を廻って
　（酉に沈んだ老人は地一ドを通るのではなく三舟に乗って南方の水不線をとり
　また暗礁を傅うて東に行くのである）共に東に急ぐ，満月の頃には老人は
　水舟の中に居るが，其の後二週聞目に月は水舟の中から新に生れたジエブ
　1・を取．ltぐる．邦が夜あけの前に上る（頃六月の初）はことに雨，風がはげ
　しく天氣が悪V・から土人は決して夜巾飛魚を取りに出ぬしかし此¢～季節が
　過ぎ去るとよい天氣になる，
48．　Lジブジブ・エt・アン・リゲダネル■　（jibj1b．　eo　an　LigecLmel’）　牡羊タ腔
　r，　（i　4
　リゲダネルa）f二日勿（第17参1照）
49、Lレルリク・ラン・ネジン・ジェブゴ（［erl．ik　rmL　nelin　jabro）牡牛座π第71星
50．　Lロジラプラブ■（Lajalaprab）牡牛座α
　牡牛座第71星はジエブロの一人娘でLロジラプラブ■（肥えた肚の男と云ふ
　意）と云ふ男に挑まれて遁げまはる．
　アルデバランは娘を捉へ得ぬとて立腹して眞赤になった．
51．Lレエアトブィンバ」♂（LoaしbuinLar）オリオン座7
52．Lラカネパパ　（lokanebar）オリオン座α
53．　Lジエリ・エオ「（jali　eo）オリオシ座sof　soL’
　レニオbブインバルは籠に物を入るS入．　ラカネバル，は籠から物を取出
　して食ふ人．此の星座が午前四時より束の室に昇る季節にはパンの實が熟
　する，前記の二人はパンの實を入れたLジエリ■と云ふ小前を差澹ふて行く
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　Lレエアトブインバル「は一つも籠の果物を喰はぬ故共の顔が青白い。此れ
　に反してLラカネバル■は澤山喰べたから■の光がつややかに潤ふて見える
54・Lジルジル・イム・コウジ「（jiljil　im　kouj）オリオン座δ，・，乙。，並びに同
　座cv・第49一等．
　石の斧と大きな珊瑚最．
　δ，ε・Z星は斧の柄・δぱ石斧〃以上は大きな珊瑚遜（c・　・v）第49星は其の頭部ク
　第27星望，g第32星，第52三等は一足で斧の柄に搦みつVsて居る）で石斧で
　殺されて居る形である．
　此の星座が東に現れるとしジルジル，イラアン，メエ，カン■（斧の柄がパン
　び）木の伎にか～る）と云はれ，パンの木を振礫して熟築を落し，結實季餉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シンレウ　は終を告げるから土人は之れを鞭水1こ貯へねばならぬ時（ロブaロ）が來る
　又此の星はしばしば彊い嵐とをもたらす．
　一一九〇五年六月三十日の大風は石の斧のせいであったと云はる㌧旋風はジ
　ルジルダクと1唖ばるS．
55．　Lリゲダネル「（Lisredaer）1話者座♂x
　繭記ジユムール，ジユプロ等の．母である，
56．Lリベエゲェク・エオ「（1・ihagak　e・）駅者座ε
57・L奴珂シエオ1（K而・・ω）駁者座η，ζ
58．・イズ・クオジヤリブ■（iju　kuojarib）双了・ル’ノ，β
　此の三星二二石の意義不明．
59．　Lイズ・ビユロ「（iju　bulo）轡塾渥γ第44！tl　！．．δ
　1マ月忌．第44星は盲目の婦人である，之れをハδなる二人が手を引く．
ll：男二；二1朧1留。）｝雅亜子座｛α第1辮：戦1
62．Lレェゲェ・リジオノネ「（raga　IijQne）アルゴ座α
63・・ローラン・ムエームエ・ゴ（loran　nlUalnua．　ko）八分儀座π，　kならん．
　以上意義不明．
64．　L口鞠ナ「（lona）海蛇座．
　石の名，庇の鼠は眞の南を示めすものと見らる」．
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65．Lイズ・イロ・ラアン・クベエク］（iju　ilo　man．　Kubok）不明．
66●Lイズ・イロ・ボク・アージヤージ「（ijn　ilO　l）・1｛ajaj）マゼラン雲
　以．．ヒの外にも倫名の付いて居るものもあらうが，教父エルトランド氏が一一｛一：
人の舟乗Lレクージヤブエ’．1から學び得たものは是だけであった．
　しかしマーシャル島人は誰でもこんなに星宿のことに精しいと思ふのは談：
である．
　北十星の様な著：明な星は遍く知られて居るけれども多くの星を學ぶには相
當の理解力と観察力を要するので酋長の樺戸を以てしても天稟がなければ一・・
生門外泌で終らねばならぬマーシヤノレ島の舟長となるには是非とも星と波と
の知．識を備へて居らねばならぬ蓋し星と波とは彼等にとりて唯一の航路指針
なるが故である．上記の呈の名稻の如きも方位または位置から由來したもの
が少くない．
　小熊座のL良き星「と名付けられたのは常に精確に北方を示す故で此の星は
ジヤルート島の南方三十浬の所に於ても明かに視認し得る．
　L天の三二■（23）Lローナ「（64）も亦方位測定に必要な星である，Lボアメの外
濱コ（31）は北方からジヤルートに向ふものにとって指導星となりLウエトンの
岩礁「（10）はジヤルートからアイリンラブラブに渡る時の目標であるらしい，
　　　　　　　　　　　ww”t．NvV¢vWWnvmu一’一
　　　　　　　　　ムオリ秀ンは爲朝△
オリオン　！
南の空に懸って居る
　　×　　　×　　　×　　　×
；私は
狸夫と見るよりは
鎭西八郎の
爲朝と呼びかけたい
あの四二形は
筋骨たくましい躰だ
馬の生皮の牛圓孤は
五人張りの強弓だ
ひきしぼった弓を
ヒヤデスの雫家の軍勢に
向けてみる
足本の兎座は
伊豆の七島だ
　　×　　×　　×　　×
南の空にオリオンが
直立する時私は
あの1員んじ魂の
源の爲朝を思ふ
これは私の愚作ですがオリオンが俺は爲朝だと月のない晩に言ひました。
　　　　　　　　　　　　　　　　東　京　　　　星　狂　人
